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要   約

 
これまでの英語教育では、情報を受け取るだけで発信することが少なかったため、コミュニケー

ションが成り立ちにくい現状があった。本研究会議では、実践的コミュニケーションに足りないも

のは表現力であるという考えから、「話す」「書く」といった output 活動に焦点を当てて研究を進
めることにした。平成 14 年に文部科学省から「英語が使える日本人」育成のための戦略構想が出

されたが、「使える」とは、読んだり聞いたりして話の内容を理解することにとどまらず、それに

対する自分の思いを英語で伝えることができるということではないかと考えた。そのためには、自

分の言葉で表現する力を付けさせなければならない。最初から完璧な英語を求めるのではなく、

Story-developing Map等、話すための writing活動を効果的に用いることで writing fluencyを付
けさせ、書くことへの抵抗をなくしていく。さらに、teacher talkを用いることで日常的に生徒の
英語使用を促す。また、authenticな教材に触れさせ outputする機会を与えることで、実践的コミ
ュニケーション能力の習得を図ろうと試みた。 

要   約

キーワード：実践的コミュニケーション能力、output、story-developing map、writing fluency、 
teacher talk、authentic 
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Ⅰ 主題設定の理由 

１ 英語科の現状 

平成 14 年度より実施された学習指導要領では、「音声によるコミュニケーション能力」が重視され

るようになり「聞く」「話す」に多くの活動が費やされてきたが、実践的コミュニケーション能力が付

いたと自覚できる生徒はどのくらいいるであろうか。第 1 言語習得の場合には、「聞く」という input
を多量にすることで少しずつ「話す」という outputができるようになり、「読み聞かされる」または
「読む」という input がそれに加わることで語彙が豊富で内容のある「話」（output）ができるよう
になる。しかし、第 2 言語（英語）を中学生から学び始める場合には第 1 言語習得のときのように多

量の inputは望めない。第 2 言語といっても日本の場合、英語は公用語ではないため学校から一歩外
へ出たら英語を使用する場面はほとんどない。英語はまったくの外国語なのである。唯一英語を input
する時間であった英語の授業数は年間 105 時間になった。50 分授業の 105 時間である。個人差はある

にせよ人は生まれてから１歳数ヶ月から 2 歳で言葉を文で話すようになるが、0 歳から 2 歳までの子

どもが目覚めている時間を1日平均14時間として計算すると中学生が1年間に英語を浴びる日数はお

よそ 7 日間分でしかない。授業では意図的に input するとはいえ、自然に output するようになるに
は断然 input量は足りないのである。 
平成 14 年 1 月から 2 月にかけて行われた全国一斉学力テストの分析結果が、国立教育政策研究所か

ら出された。英語に関しては「聞くこと」「読むこと」についてはおおむね良好だが、「文章力や会話

力に課題」という結果が出た。「書くこと」に関する考察に、話題を発展させていく/書くことへの抵

抗を少なくする/一つのトピックについて何文かの英語で伝える/「情報量」を評価する/「話すこと」

の活動に関連させた「書くこと」の活動を通して、表現する能力を高める、とある。大きく分けると

2 つの事柄になる。一つのトピックで内容のある話を展開する力を付けること、書き慣れさせること

である。上記の考察に「話すこと」の活動に関連させた「書くこと」の活動を通して、表現する能力

を高める、とある。まさに、output型の活動が求められているのである。 
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現行の教育課程の中で、川崎市内の中

学校において、どの力が付きにくい傾

向にあるのかを調査し、平成 16 年 1

月に 51 校中 46 校の学校代表者から回

答を得た。図 1 のグラフで示したよう

に 72.3%が「書く力」、42.6%が「話す

力」が付きにくいという結果であった。 図 1 

「どのような力を伸ばしたいか」という問いに対しては、「自己表現力」「簡単な英語（学習したこと）

を使って身近なことを表現する力」「自分の考えを簡単な英語で相手に伝える力」「まとまった文章を

書く力」「正しい英文を書く力」「会話をふくらませる力」という回答が多くあった。やはり、自分の

言葉で表現する力が不足しているということである。 

少ない inputで早い時期から自分の言葉で表現させようとするなら、教科書の本文を「聞く」「読む」
（input）だけに時間を費やすのではなく、「話す」「書く」などの言葉を生み出す output活動が不可
欠であると考える。自然に output するようになるほどには input できないという現状から、output
する機会を効果的に取り入れていくことが重要であると考えた。音声にしろ文字にしろ、英語という

言語を使って自ら発信（output）することができなかったために実践的な英語力がないと言われてき
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たのである。「話す」（output）時間は増えてきているものの充分とはいえないだろう。「話す」「書く」
活動に焦点を当て、自ら英語で表現させることで実践的コミュニケーション能力を付けたいと考え、

本研究会議では研究主題を次のように設定した。 

 
 

実践的コミュニケーション能力を身に付けるための output 活動の研究 

 

 

 

 

  

Ⅱ 研究の内容 

１ 中学生に必要な英語力 

（１）文部科学省が求める英語力 

 平成 14 年、文部科学省から「英語が使える日本人」の育成のための戦略構想が示された。その中で、

国民全体に求められる英語力として中学・高校での達成目標を設定している。 

 中学卒業段階では、挨拶や応対等の平易な会話（同程度の読む・書く・聞く）ができる（卒業者の

平均が英検 3 級程度）としている。また、高校卒業段階では、日常の話題に関する通常の会話（同程

度の読む・書く・聞く）ができる（高校卒業者の平均が英検準 2 級～2 級程度）としている。これを

見ると中学段階ではそれほど高いレベルが望まれているわけではないと思われる。日常会話は高校卒

業段階で達成されていればいいということである。 

（２）中学３年間における実践的コミュニケーション能力の育成 
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  現在、川崎市の全中学校で使用している学校

、speech

  図 2 

図書出版の TOTAL ENGLISH New Edition 
1・2・3 の中で、どのような内容が英語で表現

できるようになるのかを見てみた。 

 学年ごとに「話すこと」に関しては

型と conversation 型に分類し、「書くこと」に
関しては、読み物になるものと speech の原稿
にも成り得るものという観点で分類してみた。

「平易な会話」といってもこれくらいのことは

理解し、話したり書いたりするようになるので

ある。あえて文法別分類にせず、内容別にして 

1年
Conversation

初めて会った人へのあいさつ
朝・昼・晩のあいさつ

ファーストフード店での会話
過去の出来事（休日どう過ごしたか等）

Speech

週の予定について

Writing

自己紹介 手紙（E-mail)
家族や第3者の紹介/説明 日記
（含 Show & Tell)   

2年

Conversation
今後の予定
デートの約束

レストランでの注文

買い物
道案内

電話での会話
天候を話題にする
家族構成について

ミニdiscussion
身体の不自由な人に
とってのbarrierに

ついて

Speech                               
家族関係を説明

（家系図を使って）

Writing
自己紹介 読み物を読んで印象に
アニメについて 残ったこと
将来の夢

3年

Conversation
体調不良を訴える
レストランでの会話

買い物（サイズが合わない、
値段が高すぎる）

経験したこと、していないこと
チケット購入

電話での会話（伝言、かけ直し）
道案内

駅構内での案内

ミニdiscussion
ミニdebate

ボランティアについて

Speech                                                    
“What kind of present is more                                    

wonderful than money for you?”

Writing
NASAにメールで質問を送る

E-mail
日記（感想をまじえて）

自分について
将来の夢

お気に入りのものについて
（含 Show & Tell)
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〈文法的形態素１〉の習得順序〉 
1.  現在

則形 

 

 

形 

が必要になるのかという視点で教えてい

 研究の仮説 

１）Output 活動に着目する意義 

と文字の両方に関わりながらコミュニケーション能力を身に付

自分の言いたいことを言えるようにさせることが一つの目標である。書

か

writing fluency）を付けるために、書くチャンスを数多く与えるべきである。書
い

      

     

１）Brown, R(1973)は、機能語と活用変化（文法的形態素）の習 った。 

る

が必要になるのかという視点で教えてい

 研究の仮説 

１）Output 活動に着目する意義 

と文字の両方に関わりながらコミュニケーション能力を身に付

自分の言いたいことを言えるようにさせることが一つの目標である。書

か

writing fluency）を付けるために、書くチャンスを数多く与えるべきである。書
い

      

     

１）Brown, R(1973)は、機能語と活用変化（文法的形態素）の習 った。 

る

ある。これらの事柄について表現するときにどのような文法ある。これらの事柄について表現するときにどのような文法

くことも実際に英語で表現させる上では役に立つと思われる。図 2 で示したものは、ほんの一例であ

る。テキストを教えるのではなく、テキストで教えるのであるから話したり書いたりするテーマはも

っと広げることはできるであろう。 

 

くことも実際に英語で表現させる上では役に立つと思われる。図 2 で示したものは、ほんの一例であ

る。テキストを教えるのではなく、テキストで教えるのであるから話したり書いたりするテーマはも

っと広げることはできるであろう。 

 
２２

    

  

  

（（

 Output 活動に着目することで音声 Output 活動に着目することで音声
けることができる。Input 活動でも音声と文字に関わるが、取り込むだけで発信しないため実践的で
はないと考える。受け取るだけで発信しなかったためにコミュニケーションに至らなかったのである。 

Output（話したり、書いたり）したいのであれば、実際に output（話したり、書いたり）しなけれ

けることができる。Input 活動でも音声と文字に関わるが、取り込むだけで発信しないため実践的で
はないと考える。受け取るだけで発信しなかったためにコミュニケーションに至らなかったのである。 

Output（話したり、書いたり）したいのであれば、実際に output（話したり、書いたり）しなけれ
ばできるようにはならない。さらに、output することで表現できないことが明確になるため新たな
inputが必要になる。表現する上で必要な英語を自ら inputするようになると考える。 
（２）この研究で目指す output 活動 

ばできるようにはならない。さらに、output することで表現できないことが明確になるため新たな
inputが必要になる。表現する上で必要な英語を自ら inputするようになると考える。 
（２）この研究で目指す output 活動 

①話すための writing活動 ①話すための writing活動 
相手の言うことを理解し、相手の言うことを理解し、

せる場合にはスペリングや文法のミスを探すのではなく、内容があり、伝える力があるかを見る。

初めの段階では発音に近いスペリングを書くことができれば良いと考える。会話力を付けるために書

かせるのは、何が表現できて、何が表現できないのかが明確になるため、何を inputすることで話せ
るようになるのかが自覚しやすくなるからである。Story writingの段階に入り、ある程度、内容のあ
る文章が書けるようになってから細部の訂正に入る方が有効であると考える。 

②Writing fluency 

せる場合にはスペリングや文法のミスを探すのではなく、内容があり、伝える力があるかを見る。

初めの段階では発音に近いスペリングを書くことができれば良いと考える。会話力を付けるために書

かせるのは、何が表現できて、何が表現できないのかが明確になるため、何を inputすることで話せ
るようになるのかが自覚しやすくなるからである。Story writingの段階に入り、ある程度、内容のあ
る文章が書けるようになってから細部の訂正に入る方が有効であると考える。 

②Writing fluency 
すらすら書く力（すらすら書く力（

ていくうちに自ら誤りに気付き（noticing）、訂正（correction）するようになると考える。教師は
すぐに correctionするのではなく、書かせる中で生徒自身によって correctionされるのを待つ。  

 第2言語習得も第1言語習得順序とほ

ていくうちに自ら誤りに気付き（noticing）、訂正（correction）するようになると考える。教師は
すぐに correctionするのではなく、書かせる中で生徒自身によって correctionされるのを待つ。  

 第2言語習得も第1言語習得順序とほ

ぼ同じになる２）。日本人の場合には複

数と冠詞といった文法指標が存在しな

いことから習得が遅れる３）と言われて

いる。卯城祐司 筑波大学助教授は、

習得の遅れるものに関しては初めから

誤りを訂正し過ぎないようにする、と

述べている。Writing指導において念
頭に置くべきであろう。 

得に焦点を当てて研究を行

ぼ同じになる２）。日本人の場合には複

数と冠詞といった文法指標が存在しな

いことから習得が遅れる３）と言われて

いる。卯城祐司 筑波大学助教授は、

習得の遅れるものに関しては初めから

誤りを訂正し過ぎないようにする、と

述べている。Writing指導において念
頭に置くべきであろう。 

得に焦点を当てて研究を行

進行形            6.  冠詞 

2.  前置詞                7. 過去規

3.  複数形                8. 3 人称規則形

4.  過去不規則形               不規則形

5.  所有形                9. 助動詞”be”の規則
10. 助動詞”be”の短縮形 動詞”be”の短縮形 

話の展開を意識させた output 活動を効果的に取り入れることで実践的 

コミュニケーション能力は高められる。 

２）Krashenの自然順序仮説  ３）Hakuta(1974)とKoike(1983)が日本人の子どもを対象に行った研２）Krashenの自然順序仮説  ３）Hakuta(1974)とKoike(1983)が日本人の子どもを対象に行った研
究で、複数と冠詞の習得が遅れ 順序を示し、習得順序に母語の影響があることを示唆した。 究で、複数と冠詞の習得が遅れ 順序を示し、習得順序に母語の影響があることを示唆した。 



（３）実践的コミュニケーション能力における speaking と writing の力 
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  eading、Writing）の力が

 、知りたい気持ちや伝えたい気持がある。相手が知りたい気持ちを

 展開を意識させる方法 

用         

であることか

ら

ション活動で生徒は、 
  

       図

mapの中心に置き、その発話に対して

アイディアが出るまで批判・判断をしない）

 本来、コミュニケーション能力とは、4 領域（Listening、Speaking、R
統合されて育成されるものである。対話型のコミュニケーションでは、inputと outputが繰り返され
る形で談話が構築される。現在、川崎では、listeningや readingにおける inputする力については、
身に付きつつある。そこで、speakingや writingにおける outputする力を高めることで、実践的コ
ミュニケーション能力は高まると考える。対話型の Speaking は、一問一答にとどまらず一つのトピ
ックで話を続ける能力であり、会話が途絶えたと感じられることのない程度の瞬発力であり、話題の

豊かさを指している。Writing においては、内容が伝わりやすい文章、または、情報量や説得力のあ
る文章が書けることを指している。 

（４）話の展開を意識するとは 

 コミュニケーションの根底には

もったとき、また、相手がこちらの話に興味を抱いたときにコミュニケーションは継続し、深まって

いく。そのような気持ちを抱かせるためには、豊富な話題を提供できることが大きな要素になる。話

題を広げることで相手にも話に参加する機会を与えていくことは、コミュニケーションにおいて重要

な要素になると考える。疑問を投げかけることで話を進め、違う視点を投げかけることで話題を広げ

ることができることに気付かせ、話がどのように展開するものなのかを示すことでコミュニケーショ

ン能力を高めることができると考える。 

 

３

（１）Story-developing Map の活

 Story-developing Mapは、一問一答式の会話になっ
ている状況があることから、一つのトピックで話を広

げるために考え出した mapである。 
話を展開する力を高めるための map
本研究会議ではこの mapを Story-developing Map

と名付けた。 
コミュニケー

  A: Do you like movies?     
    B: Yes. I like movies very much.  3 
と言って、次のトピックに移ってしまう。そこで、Bの発話を
どのような質問ができるかをbrainstorming３）によりsentence単位で書き出すことで、自分一人では
思いつかなかった新たな視点に気付き、一つのトピックで話をふくらませるようになるのではないか

と考えた。Story-developing Mapは本来、頭の中で瞬時に行っていることを書いて見せたものである。
2～3 年間、毎日、目が覚めてから寝るまで英語に囲まれている状況であれば自然に培われるはずの力

なのだが、英語に触れる時間の少ない中で話の展開力を付けなければならないのであるから、頭の中

の働きを取り出して見せてしまおうと考えたのである。 
３）Alex Osbornが造り出した語。Defer judgment.（多くの
Strive for quantity.（量を求める）Freewheel.（変だと思うアイディアも出す）Seek Combinations.
（先に出たアイディアに自分の考えを組み合わせる）という 4 つのガイドラインに沿って進める自由

会議の形式。 
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ail の活用 

して、写真付 mail を取り入れることにした。さらに、文章からではな

3 年度川崎市総合教育センター研究紀要「コミュニケーション能力の育成に関す

ory writingにおいて話の展開を意識させる方法としては、まず、模範と

 研究構想図 

図 4 

（２）写真付 m

 話の継続力を付ける活動と

く、情報を引き出しやすい写真から発信することより、話を展開させやすく、話を弾ませることがで

きるようになる。 

（３）Skit の活用 

 Short skit（平成 1
る指導法の研究―スキット活動を通して―」より）は、1 英文を与えて 2 往復程度の対話を作らせる

活動だが、慣れてくると 10 分程度でできる。演じるところまでできなくても、自由度の高い skit 原
稿を作ることで、場面や状況を自ら想定して話の展開を考えられるようになる。既習事項を思い出し

ながら新しく英文を生み出す活動であり、どのような状況で既習の英語を使用するかが理解しやすく

なるため実践に近い形での訓練になる。 

（４）Peer advice の活用 

 Show and tellのような st
なる show and tellを見せてからグループごとに show and tellを行う。発表者に対して他のメンバー
は、より良くするためのアドバイスをする（peer advice）。どのようなことを書けば良かったのか、 
分かりやすく伝えるためにはどのようにすれば良かったのかなど、自己反省の場を設けることで内容

を深めていく。 

 

４

Teacher talkInput

Output

実践的コミュニケーション
能力の高まり

Fluency

深まり

つながり

広がり

楽しさ

喜び

自信

Authenticな活動
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Teacher

Students

Teacher talk

必要に応じて

input

Interactive な classroom English

 

6

1

崎

い

と いが、少なくとも指示は英語で行うように努力している教師が多いことが分かった。51 校中

用するよう意思統一を図っていた。川崎市では teacher talkの有
う。 

その日の授業で生徒が使用するであろう英語

は、”Give me a hint.”  ”Please say that 
ピュータを使った授業では、“My computer
ed your help.”などが考えられる。生徒が      

る。 

４）KrashenのThe input hypothesis（インプット仮説） 

５ 研究を深めるための活動 

（１）Teacher talk から classroom English へ 

本研究では、teacher talkを前提に研究を進めている。「主題設定の理由」で述べたように、自然に 
outputするようになるほどにはinputできないという現状からoutputする機会を効果的に取り入れて
いくというのが本研究の趣旨である。しかし、inputなしにoutputは望めないことから、限られた時
間内にinput量を増やす方法としてteacher talkを用いたい。 それを前提としてoutputさせようと考
えている。授業をすべて英語で行うのは、理解可能なインプット（comprehensible input）を与えた
ときに言語習得が進む４）と言ったKrashenの説に反することになる。また、文法事項を英語で説明す
るのは、非能率的である。時間が足りない時にさらに時間をかけて説明する余裕はない。Teacher talk
が言語習得にどれだけ効果があるのかを実証するのは難しいとされているが、teacher talkを使って
きた教師はその有効性を感じ取っているはずである。 
平成 16 年 1 月に、川崎市立中学校ではどのくらいの教

師が teacher talkを使用しているかを調査してみた。 
1．ほぼ 100%英語 2．90～80%英語 3．教えたこと、

推測可能なことは英語 4．指示は英語 5．ほぼ日本語 

. その他 という選択肢の中からの回答であったが、

71 人中 137 人は上記１から 4 に該当した。つまり、川

市の英語教師のおよそ 80%は teacher talkを使用して
るという結果が得られた。授業内容によっては 100%で  図 5 

あったり 50%であったりする、という回答もあった。厳密に何%使用している教師が何人と言い切るこ

は難し

3 校は、教科内で teacher talkを使
効性が理解され、広まってきていると言えるであろ

理解可能な英語、つまり、既習の英語や推測可能な英語で授業を進めることは、既習事項を繰り返

し聞くことになり習得を助けると考えられる。また、teacher talkには、生徒の英語使用を促す効果
がある。教師が英語で話していると、生徒もそれに英語で応えようとする。適切な英語が浮かばずに

沈黙がしばらく続くこともあるが、その沈黙は意味のある沈黙なのである。そのときを見逃さずに適

切な英語表現を与える、または、生徒に問いかけて表現を引き出す等を行うことで一方的な teacher 
talk ではなく interactive な classroom English へと進んでいく。その結果、教室で authentic な

speaking活動が展開できるようになるのである。  
さらに、classroom English における生徒の発話を増やすた

めの方法として、

ることが挙げられる。例えば、ALTのクを授業の冒頭で導入す

イズ形式の授業で

again.”など、コン
図 6               doesn’t work.” ”I ne
必要とする英語を提示することで英語使用が促進されると考え

 

 

Teacher talk

80%

20%

Teacher talk
を使用

使用しない



（２） Authentic な（実際の/ 本物の）ものに触れる 
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、アナウンス、看板、インターネット等、

特

過 程 学習活動 視点 

○1 テキストのように simplify（簡略化）されたものだけで学習していると、authentic な英語に触れ
たときに理解できなくなる。初めから authenticなものを示しても習得は思うように進まないと考え 
られるが、習得が進むに従い、その学習段階に応じて authenticなものを使った活動を取り入れるべ 
きであろう。英語の歌、映画、新聞、雑誌、ニュース、CM
に、コンピュータールームを使用する場合には、いくつかの問題点がある。そこで、コンピュータ

ールームを使って、authenticな活動ができるかを検証した。 
 インターネットで配信されている、英語圏の小学校高学年向けの読み物を掲載している”National 
Geographic Magazine For Kids”というホームページからストーリーを選び、そこから読み取ったこ
とを英語で書くという活動を 3 年生で行った。 
〈授業の流れ〉 

教師の働きかけ 評価の

導 入 ・あいさつ 
・ナショナルジオグラフィックのホ

ムページの利用方法を理解する

・教師の後に続いて単語と表現を

し、その意味について理解する

 
ー

。 
音読

。 

・天候や曜日を聞く。 
・ナショナルジオグラフィックのホームペー

ジの利用方法を説明する。 
・ホームページ上利用のための基本単語と表

現を確認する。 
 
 
 
 

展 開 ・ペアになってナショナルジオグラ

I have a question.
What is ~ in Japanese? 
Our computer doesn’t work well. 
How can I go back to the main page? 

フ

ィックのホームページを閲覧して、

自分の興味あるトピックの英文を見

 
和 て決

・ナショナルジオグラフィックのホームペー

ジを上手く利用できないペアに個別に使い

方を指導する。 
・上手く読み取ることのできないペアにキー

ワードやキーセンテンスの捉えかたをアド

 
背景知識などを必要に応じ

てアドバイスする。 

・ペアで協力して、

英文を読もうと

しているか。 
 
 
・ペアで協力して

感想や意見を書

こうとしている

つける。

・英 辞書を使い、ペアで協力し

定した英文を読んでいく。 バイスする。

・単語の読み方や

・和英辞書の使い方、表現の仕方についてア

ドバイスする。 
か。 

まとめ ・他のペアが読んだ英文についての情

報を得る。 
・書かれた英文をいくつか読んで、全生徒に

紹介する。 
・教師の読んだ英

文を理解しよう

 

・あいさつ としているか。

20 台のコンピュータが同時にインターネットに接続できる環境であるかどうかが問題であったが、

平成 13 年度より ADSLが導入されたため、接続は予想以上にスムーズであった。URL入力から始め

ど複数の教師で担当できるときに行うのが望ましい。

は、非常に興味をもって取り組んでおり「次の時間も続きをするのですか」と前向

言も聞かれ 活動の面白い点は、自由度の り、自分で興味を ー

リーを選んで読むことができる点である。また、Authentic なものを読んで理解できるという喜びも
ある。この活動での教師側の反省は、予想していたほど記入できていなかったことである。その理由

としては、ストーリーを読む上で、ポイントをつかみながら読む指導をしていないことが挙げられた。

Authentic な活動をするにあたり、何ができるようになればいいのか、その目標を達成するためにど
のような練習、または、訓練が必要なのかをあらかじめ考えて指導をしておく必要がある。 

たが、あらかじめホームページのアイコンを作っておけば、よりスムーズであろう。コンピューター

ルームで授業を行う場合、机の配置が普通教室と違うため指示が通りにくい。教師自身が慣れ、指示

の出し方を工夫する必要がある。そのため TTな
生徒の様子として

きな発 た。この 高い活動であ もったスト
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と authenticな活動を行う 自分の英語がネイティブに理解され

ることで英 る。 設定する必要がある。 
 英語で 徒 を英語で解決し

なければならない。英語が浮かんだら T ところへ行き、英語で話しかける。ALT も、どのよう
な英語で生徒が話しかけてくるのか分からな て ALTから生徒に質問をする。
ALTが生徒の話の内容を理解し、それを解決 る。そのカード

を JTEのところへ持って行き、正しければ次 決のために

生 を

ず英語を「 、場 取

らない。そ 語を「話す」というよう 時間を確保

る上で有 を使 く」というよ

うに 2 つの領域をまたがっており、output る。

（３）書きたい、伝えたい気持ちを引き出す 

 Output させてみると「言いたいこと」や「 」が浮かばず、何も表現できずに終わっ

う 常

が自然に とも考えにくい。その状況において、どのように伝えたい気持ちを

課題で

Output

 

Fluency

noticing する。

bal error local error
にも

output output Output
を

ALT
pr  

５）Hendrickson( )

ような誤りのことである。 

○2 ALT の TTでも ことは有効である。

語を使う自信がもてるようにな 授業でそのような場面を

書かれたカードが渡された後、生

AL
は、そのカードに書かれているトラブル

の

い状態である。必要に応じ

するカードを渡してもらえたら合格とな

のカードが渡される。この活動では、問題解

英語を み出す(produce)必要があり、英語
読んで」理解しなければならず

の後で英

使っているという実感がある。また、こ

合によっては、ALTの質問を「聞き」
の活動では、ま

らなければな

すに 3 つの領域を網羅しており、生徒の活

った授業においても「読んで」から「

動

効であった。前述のコンピュータ 書

の時間を確保する上で有効であると考え  

書きたいこと

てしま 生徒がいる。あまり変化のない日 生活の中で、聞いて読んで楽しんでもらえるようなこと

引き出すかが表現できる

ある。何の手立ても示さずに、「話してみなさい」「書いてみなさい」と無理なことを教師は生

徒に求めていないだろうか。発見し、感動し、驚き、疑問をもった時、人は話し始める。心に深く感

じた時に自分の感想を述べたくなる。自分の意見を表現したくなるような題材に触れることで、「言い

たいこと」や「書きたいこと」が生まれるのである。 活動で内容の深まりを求めるのであれ

ば、イメージが広がりやすい題材や想像力を掻き立てるような題材、心を揺さ振るような題材提示が

必要である。

（４）「話すこと」「書くこと」への抵抗をなくす 

 誤りの許されない英語教育を受けてきた人は、英語を楽しむことができなかったのではないだろう

か。単語レベルで話す、分かるところだけ英語で書く、間違えてもいいからとにかく話してみる、書

いてみる、そんな気楽な英語から始めることが必要である。 （すらすら話す・書く力）が付

き始めたら、コミュニケーションに支障を来たす構造上の誤りは訂正していく。前述のように、習得

の遅れるものに関しては、気付き（ ）に期待し、早いうちから訂正しすぎないように

つまり、「全体的誤り」５）（glo ）を優先して訂正し、「局所的誤り」（ ）に関して

は、頻繁に繰り返されるようであれば訂正するという考え方である。自らの誤りに気づくため

をさせるべきであり、我々教師が気付くためにも 活動は必要である。 の必要性は

分かっていても現実には書かせたもの 読む時間がない。そこで、評価の仕方を工夫することが必要

になってくる。ざっと読むもの、じっくり読んで内容や文法を評価するもの、生徒同士で読ませるた

めのもの、 に協力を得るもの、提出したことを評価するものというように目的を分ける。生徒が

oduceすることで力が付くのであるから、その目標をしっかりと示すことが教師の役目である。
 

1978 によると、「全体的誤り」とは、語順の誤りや語彙の間違いのように、読み手が

誤解をしたり、理解不可能となるような誤りのことであり、「局所的誤り」とは、主語と動詞の一致の

間違い、綴り間違いなど、形式上は間違っているが、その文の意味理解にはほとんど影響を与えない



６ 検証授業 

（１）Story-developing Map の検証 

 3 年生 4 人一組 9 班での活動 

〈授業の流れ〉 
      生徒の活動      教師の指導・支援    備考 
導 入 ・あいさつ

・Story-developing Mapへの記入の仕方
を理解する。 

・Story-developing Mapへの記入の仕方
を説明する。 

 
 

 

・模造紙を 2 分の 1

に切り、その中央に

much.”と書いたも
のを班の数だけ用

意する。

   

 

 

 

“I like movies very 

 

・I like movies very much.と言われたら、あなたはどんな質問をしますか。 
 中央の英文から線を引っぱってきてどんどん書いてください。

・分からない単語は日本語で書いて構いません。 
・英文でどのように表現したらいいのか分からないときは班の人に聞いても 

・

展 開 ・Brainstorming 形式で質問文をどんど

 
・10 分後、質問が何文書けたか数えて報

・隣の班に移動する。 
 

に 問を記入する

 
・10 分後、記入した英文の数を報告する。

・隣の班に移動し、質問に答え、プラス

ワンも記入する。 

・質問文を記入する時間を 10 分間与え

・机間巡視をし、活動上不明な点を補足

する。 

文が書けたか班ごとに尋ね板書する。 
・模造紙はそのままにして生徒が隣の班

・そこに書かれている質問に答え、さら

に質問を記入するよう指示する。 
記入した

のポイントとして加算していく。 
・移動後、質問に答えてプラスワンする

・5 分後、英文の数を尋ね、班のポイン

トとして加算する。最もポイントの多

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
ポイントシールを

 

ん記入する。 

告する。 

・質問に応え、さら 質 。

 

・5 分後、記入した英文の数を報告する。

る。 

・10 分後、記入をやめさせ、いくつ質問

の位置に移動するよう指示する。 

・10 分後、 英文の数を尋ね、班

よう指示する。 

かった班員にシールを渡す。 

 

 

 

用意する。 
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まとめ ・一番最初の席に戻り、Mapに書かれた
英文を B5 の用紙にまとめる。

 
英文を 5 の用紙にまとめるよう指示

する。 
する。 

・一番最初の席に戻り、Mapに書かれた
B

・まとめ用紙を用意

 

①生徒作品から 

 
Which do you like “love story” or “horror”?（ジャンル選択） 

 ever seen “Titanic”?（経験） 
How do you buy a ticket?（方法） 

種類） 
                         ★1What do you like movie? （好み） 

2Do y
 
How many times have you ever seen?（経験回数） 

                Do you like “Pokemon” movies?（好み） 
What’s your favorite action movie star?（好みの俳優） 

Which do you like better “Disney” or “Hamutarou” movies?（種類選択） 
 

Group 1 

     Have you

What kind of movies do you like?（
    

★ ou like movies?  

 

構いません。 
他の人と同じ英文を書かないようにしてください。 

 I like movies very much. 
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★1 は本 o となる 誤りがある。

いても同様の う

なたは映画が できるはずな

を理解してい かせる

ことで、生徒の えるため、個人的に確認すべきことや全体的に確認すべきことが明確にな

った。（   部は段階的に訂正を加えていくところ）

d of movie do you like th （一番好きな種類） 
      is your favorite movie star? 好みの俳優） 
  Why ing to see a movie?（勧
                  好みの映画館） 

 Shall 
 

 Have you ever seen “ タイタニック“？（経
                       ター2”?（知識） 

How を

                 Where 
考察 

p 、

経験回数、 p2 にはな 誘 想を求め

れており、映画館や見る場所に言及し、知識を問う文もあるが、Group1 にはない。
まり隣のグループに答えを記入してもらうことは、自分のグループにはない視点に触れることがで

き さらに話を広げる

 1 年  

 

 
 
 

 
 

る。だからこそ、グループ内で brainstormingをし、他の人が書く文によって新たな視点に触れ、別

考察 
来、What movie d  you like? べきところで、語順に 他のグループにお

誤りが多く見られた。また、★2 「私は映画が大好きだ」といでは、 発言に対して「あ

ので、活動の意味

。Mapを書
好きですか」と尋ねるのはナンセンスであることは理解

ないのか、英文の内容が分からないのかを確認する必要があるだろう

間違いが見

 

 
What kin e best?

                

 don’t you go
Who （

める） 
    What movie theater do you like?（

we go to see a movie?（誘い） 

験） 
                        Do you know “ハリーポ

求める） 
ッ

 do you think about トトロ？（感想
do you go to see a movie?（見る場所） 

Grou 1 と Group2 とを比較してみると、質
を尋ねる文があるが、Grou

問の視点が違っている。Group1 では
い。また、Group2 には、勧める、

ジャンル、方法、

う、感

Group 2 

 I like movies very much. 

るための文が含ま

つ

ことができるという点で有効である。 るため、

学習段階別に見てみると、 

・Do you like “Pokemon”   o y
e?  ・Ho  you buy a ticket? 

ater do y

ou know “ハリーポッター2”?  movies? ・D
 ・What kind of movies do you lik w do

・Who is your favorite movie star?  ・How do you think about トトロ? 
 ・What movie the ou like?  
 
 2 年 ・Which do you like “love story” or “horror”?

 
 3 年

 2 つのグループともに、1 年から 3 年までの構文を使用しており、知識が積み重ねられていることが

分かる。しかし、一人がすべての構文を書き出しているわけではないので、個々で見れば不十分であ

  ・Where do  to see a movie? 
o yo

 go to see a movie? 
What kind 

 you go
u like better “Disney” or “Hamutarou” movies?   ・Which d

・Why don’t you going to see a movie?  ・Shall we
of movie do you like the best?   ・

・Have you ever seen “Titanic”?  ・How many times have you ever seen? 
・Have you ever seen “ タイタニック“？   
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促進されることになる。生徒同士の学び合い

が いるのである。 
②内容別（回

0）

 好きな映画俳優は誰
 ～（という映画）は好き (7) 

）。（４） 

1 が好きですか。（3） 
14 映 ですか
1

ちらの俳優が好きですか。（3） 
を見ますか。（2） 

1
1

23 どの映画館に行きますか。 

。 
2 か。 
2 ことですね。 

31 初めて
32 外国の映        
33 映画を
34 映画は面
35 どこに すか。 
36 新しい映画を知っていますか。 
37 この近くの映画館を知っていますか。 

映
の

40 タイタ
41 あなたの
42 どうし
43 どの国で
44 映画を
45 どれくらいから映画を見ていますか。 
46 先週の火曜日に映画を見ましたか。 

映
ビ

49 映画を
 

 49 種類の内容の英文が挙げられ 、 を使用することで話題

が広げられるということが分かっ

生徒のアンケートから の有効性を見取る（生徒の書いた文をそのまま使用） 

 

・思考が広がっている。 

の発想に感動することで、欠落していた知識を補うことが必要なのである。別のグループの人が書い

た質問に答えるためには、必然的に他の人の英文を読まなければならないため、この段階でも自分で

は生み出せなかった英文に触れることになり、intakeが
生まれて

数の多い順） 

  
1 どちらのタイプの映画が好きですか。（16） 
2 ～を見たことがありますか。（11） 
3 どうして映画が好きなのですか。（10）  
4 どんな映画が好きですか。（10） 
5 どの映画が好きですか。（1
6 何回映画を見ましたか。（10） 

 

7
8

ですか。（8） 
ですか。

9 あなたの好きな映画は何ですか。（6） 
10 映画に行きませんか（Shall we~?/How about~? / Do you want to go to~?
11 どうやって映画館に行きますか。（4） 
12 どこで映画を見ますか。（3） 
3 映画館で見るのと、家で（ビデオで）見るのはどちら

画（チケット）はいくら 。（3） 
5 どうやってチケットを買うのですか。（3） 
16 ど
17 ～
8 ～の映画についてどう思いますか。（2） 
9 どのアクション（日本人）俳優が好きですか。（2） 
20 誰と一緒に行きますか。（2） 
21 ～という映画を知っていますか。 
22 どの映画館が好きですか。 

24 何ヶ所の映画館に行ったことがありますか。 
25 アメリカで作られた映画を見たことがありますか。 
26 日本人の監督によって作られた映画を何回見たことがありますか
7 いつ映画館に行ったのです
8 あなたの趣味は映画を観る
29 日本の
30 どうし

映画を見に行ったことがありますか。 
て映画館に行くのですか。 
映画を見たのはいつでしたか    
画館に行ったことがありますか。

見るのはいい経験ですか。 
白いですか。 

新しい映画館が建ったか知っていま

38 何の
39 映画

画を見ますか。 
作り方を知っていますか。 
ニックを何回見ましたか。 
好きな映画監督は誰ですか。 

て映画は動くのですか。 
作られた映画が好きですか。 

見るときのマナーを知っていますか。 

47 誰の
48 テレ

画がすきですか。 
も好きですか。 
見に行ってはどうですか。 

 
考察 

たことを考えると Story-developing Map
た。 

Story-developing Map

色々な考え方があると思った。/ 他の人が自分 つかない文を考えているのが凄いと思った。の思い
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・ とされる。 
 
 
・

 
 
 
・ それを補うために input するようになると

 
・

 
 
・  
 
 

・

・ ている。まさに、話すための writing活動(communicativ
w せることがこの活動を communicativeにしていると言える。 
（ 証 

 

〈

    生徒の活動  教師の指導・支援 備考 

 かった。 他の人が書いていた文が面白

・他の人の英文をよく読んでいる。 

 

 
文 英語を考えられた。/ どんどん書かないといけない
か

章を考えようとする力がついた。/  楽しく
ら、頭をフル回転させた。 
頭を使う活動であり、瞬発力も必要

取り組みやすく、楽しい活動である。 

進 はやかった。/ みんなで楽しめた。/ ゲーム感覚でんで授業に参加できた。/ 時間が進むのが
楽しかった。/ 毎時間あんな授業だったらうれしい。 

Output

自分の実力がなんとなくわかった。あいまいな表現があり、また勉強しなければいけないと思い、

より、自分に新たな知識を入れる事ができて、とてためになった。/ 友達の書いたものを見る事に
もためになるし、良かったです。 

すると、表現できないことが明確になるため、

言える。 

気楽に書く活動である。 
すぐに英文を書けるようになりそ

ある意味で、authenticな活動であると言える。

うだから、ためになると思った。 

普段表さない表現を表せたり、きそったりするのがとてもリアルでよかったのではないかと思いま

す。 

 
既習事項の復習となる活動である。 

今まで勉強してきた表現を使い、それを協力し合って形にしてゆく事で、授業の復習にもなったと

表現の仕方、文章のつなげ方がわかった。また、文（質問）

する）力もつけられたと思った。 
思う。忘れていたものを思い出したり、

に対しての答えを書きながら、会話文をつくる（会話を

e 書く活動でありながら、話す活動を意識し

riting)である。時間を区切り、競争さ
２）写真付 mail による話の展開を検

2 年生 会話を弾ませるための活動である。 
 授業の流れ〉

  展開   

導

入

ームアップ 

曜日の発音と 
スペルを言う。 

会話活動 

 説明内容を問う質問に答える。

挨拶 
 発音とスペルを確認する。 
会話活動に参加する。 
説明内容について質問する。 

 
レッツ

トーク

シート 

挨拶（2分） 挨

 天候、日時、曜日 
拶 

 天候、日時、 
 の確認 
ウォ

（8 分）  ペアについての説明を行う。 
 

展 活動① 活動① 
開

 

 

メールで写真が送られ

え、発言

情報を得るために使用する疑問文を

確認する。 

 写真の入っ を受け取る。 

活動① 

などを疑問文にさせる。 

文を板書する。 
 
 
活動② 
 用紙を配布。 

 

 

 

 
 
 
 
用紙 

 
 

 この写真は何？ 与えられた写真を見て、必要な情報

を集めるための疑問文を考

 知りたいこと、確かめたいこと 写真 

 する。 情報を得るために必要な疑問  
 

  
活動② 活動② 

て来た！ 
 

た用紙

 
 

 

  
それは友人からメールで送られてきた写真であ

る。その写真について友達から情報を得よう。 
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He yone.  My nam . 
I li  computer.  But I d er is very difficult. 
By the way, I like to see  sta  see Mars from Japan. 
I’m very happy.  Thank yo

llo ever e is ○○○ ○○○
ke using on’t know it very much.  Because comput

rs.  But I will not a spaceman.  We canthe
u very much. 

もっと宇宙について書けばよかっ っと長く書け

ばよかった。もっときれいな字で

 

 

ルールを確認する。 

た。 たほうがよい。文をも質問はありますかと聞い

書けばよかった。 

 
 

①  ペアで考えてよい。 
②  分からない言葉はカタカナで 入してよい。 
③ 質問への答え、プラスワ

記

ン、質問という流れで行う 
質問は必ず書く。 

④ ＮＧ ドは How about you?と Pardon? 
答えと

 ワー

ま

と

め 本時のまとめ 
 
 

教師の合図で活動をやめる。 
 

活動終了の合図をする。 
メールの内容を発表させる。 

まとめ 
 

班でメールのやり取りを行う。 
 

班同士でやり取りさせる。  

 
 

メール内容を発表する。 
容を聞く。 

る。 
 

 
発表内

 
 
 
 

活動①で確認した表現を使ったか確認

する 
活動①で確認した表現が使用され

ているか確認させる。 

挨拶 元気よく挨拶する。 

 

 

机間巡視を行う。 

その班が使用した写真を掲示す

 

活動を評価し、次の時間につなげ

る。 挨拶を行う。 
考察 
絵や写真には多くの情報が含まれており、文字だけの mail よりもイメージがふくらむのではない
ということで、写真付 mail の形式を選んだ。自分の好きなものの写真を送る、という想定で行っ
相手がどのような点に興味をもつのかを知ることは、どのような視点で話を広げていくと聞き手

にとって興味深い storyになるのかが分かるようになるため、show an の

活動として用いることも可能である。生徒の描いた絵、 真で活動させると、

より cな内容で展開できたのではないかと推察する。初めての活動ということで、4人一組、
つまり、4 人対 4 人の mail交換になっていたのだが、待つ時間ができてしまったため自分の番が待ち
きれない様子が見られた。2 対 2 の活動にすることで一人当たりの output時間を確保していきたい。
方 な情報のや 活動である  
３ tell にお の有効性 

年生 とし を書かせて sh
tell 手本とな  and tellのビデオを全員で 表す

表後、 から一言ずつア ice)。全班員が発表を終えた時点で、班員か
も アドバイスをも 自分でこうしたら良くなると ことを show and tell の用紙の

集めた原

の用紙と新たな show and te 紙を再配布し、夏休みに書い を

書くよう宿題として出す。以  活動を行った。 
（夏休みの課題） 

（Peer advice後の反省） 

か

た。

d tellなど story writingに
つなげる または、選んだ写

authenti

双 からの自発的 り取りが継続しやすい 。     

（

 3

）Show and ける peer advise

の夏休みの課題 て、show and tellの原稿 おき、休み明けに班ごとに ow and 
る。発を行う。初めに る show 見てから班毎に一人ずつ発

全班員 ドバイスをもらう v(peer ad
ら

裏に

らった とに、 思った

書く。終了後、 稿を ALTに渡し、文法や語法の確
llの用

認及びコメントの記入を依頼する。そ

たものよりレベルアップしたもの

ための writing上のような流れで show and tell の

⑤ 顔文字を使用しても良い。 



H

（

e  My nam
Spi it is looking for a livi g thing in the Mars.  It is intere t in Spase.
We re going to go to th  able to live e moon.  I want it in the near 
future.  By the way, I th ’t need war.  I disagree with the war.  Because, war is 
only make us sad.  Peac u

再 た原稿） 

考察

みの課題では、コンピュータからすぐに宇宙へとまったく違う話に移っており、それぞれの内

容

す

力が必要かを自覚できる。さらに、map や mail を通して、他の人がどのような
視 際に読むことができるため、コミュニケーション

に の

か 、

「 えば良いのか、どういう表現・構文を使えばいいのかが、

ためになった」とあった。英語学習における楽しさや喜びは、分かること

であり、英語が使えるようになることである。英語の使い方が分かってくると、自信が付き、積極的

にコミュニケーションを図ろうとする態度が身に付いてくる。 
Story-developing Mapを行い、コミュニケーションの方法に気付かせた後に、自分の言葉で表現す

d tellなど)を組み込むことで、さらに表現力が付き、実践的コミュニケーション
能 は output 活動を行うことで身に付けられるので
あ

か

的

llo everyone. e is ○○○ ○○○. 
r n sting for me to learn abou
 a e pluto.  And we’ll be  in th

ink that we don
e is the best.  Thank you very m ch. 

提出し

 
 夏休

に物足りなさが感じられた。しかし、peer advice後では、「もっと宇宙について書けばよかった。
文をもっと長く書けばよかった」と反省していることから、一つのトピックで話をふくらませた方が

聞き手に訴える力があると気付いていることが分かる。再提出をした原稿では、英文が増えている分

だけミスも多くなっているものの、期待感、興味関心、予測、希望、自分の考えや主張といったもの

が含まれており話が深まっていると考えられる。手本となるモデルを示し、生徒間でアドバイス（peer 
advice）を与え合うことで話の内容を深め、話の展開力を高めることが可能である。 
  

Ⅲ 研究のまとめ 

１ 研究から見えてきたこと 

 英語を inputしている段階では、学習している英語を自分がどのような状況で、どのように使うの
かをイメージすることは難しい。実際に output することで「英語を使う」ということがどういうこ
となのかを実感することができる。 
本研究における「話の展開を意識した output活動」の Story-developing Mapや写真付 mailの活

動を行う中で、生徒は自分の実力（何が表現できて、何が表現できないのか）を知る。つまり、自分

に必要な知識が何なのかを自覚し、目的意識をもって学習に取り組むようになる。この二つの活動は、

書く活動でありながら、スピードが要求されるために会話を行っている感覚になる。英語で会話を

るときにどのような

点をもち、どのように話を展開しているのかを実

必要な要素に気付くことができる。そのため、どの単語や構文を inputすれば話せるようになる
が分かるようになり、自ら主体的に学ぶようになる。Story-developing Map活動後の生徒の言葉に
何か言いたい事がある時に、英語でどう言

すぐ思いつくようになって

る活動(skit, show an
力は高められる。実践的コミュニケーション能力

る。自由度の高い output活動を目標に据え、その目標達成のためにどのような output活動が必要
、大枠を決めた上で listening や reading 活動を有機的に関連させて指導計画を立てていけば実践
コミュニケーション能力は高められるのである。 
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後の課題 

話の展開を意識した活動」相互の影響についても研究の余地がある。Story-developing Mapを数
にどのような変化が見とれるのか、また、story writingにどのような影響を与
ると、より有機的に授業を組むことができると考える。 

り感謝し厚く御礼申し上げます。 

 

 

             2001 年 

望

主事                           

２ 今

 今年度の研究では、Story-developing Mapによって様々な視点に気付き、話題を広げることができ
ることは分かったが、対話の内容を深めるところまでに至らなかった。何をもって「深まり」という

のか、どの程度の「深まり」を中学生に要求すればいいのかを考えると共に、対話における「深まり」

についても研究していきたい。 
また、生徒の英語力を引き出すために、発達段階に応じた課題提示の方法に関しても考えていきた

い。知的好奇心を呼び起こす題材は何なのか、より authentic な活動にするためには、どのような手
立てを講ずるとよいのかなども考えていきたい。 
「

回体験した後での会話

えるかなどが明確にな

 

 

 最後に、研究を進めるにあたり適切なご助言をいただきました先生方、研究にご支援、ご助言を下

さいました学校教職員の皆様に、心よ
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